就労継続事業Ａ型工賃規程

（目的）

第1条 　本規程は、○○会就労継続事業Ａ型利用者就業規程第９条（工賃）の規定に基づき、利用者に支給する工賃の支給基準及び算定手続を定める。

（工賃の意義）

第2条 　利用者が本事業において就業する場合に、知識、技能の習得に加え、工賃を支給することにより、利用者の仕事への意欲を高め、生活に潤いを与え、もって自立生活への移行を支援するものである。

（工賃の種類）

第３条　工賃の種類を、以下の通りとする。

（１）就業訓練手当　　所属する就業グループ別に、基本給及び評価給を支給する。

（２）特別手当　基準日に在籍する利用者に支給する。

（基本給）

第４条　月額の基本給は、以下の通りとする。　

　（１）○○作業・○○作業・○○作業　　○○○○円　

　（２）○○作業・○○作業　　　　　　　　　○○○○円

　（３）○○作業　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○円

２　基本給は、利用者が当該月の事業所開所日の３分の２以上就業した場合に支給する。

（評価給）

第5条 評価給は、利用者工賃評価基準表により評価をおこなう。

２　評価給は、原則として、四半期毎(４月、７月、１０月、１月)に評価会議を開催し、前３ヶ月の評価を翌３ヶ月の評価給とする。

３　新規利用者の評価は、入所後１ヶ月後に行う。

（評価会議）

第6条 利用者の工賃評価のため、事業所長・○○長・○○長・○○主任・担当者により評価会議を設置する。

２　評価会議は、事業所長が招集する。

（特別手当）

第７条　特別手当は、賞与・期末一時金等とし、基準日に在籍する利用者に対し下記の在籍区分に応じて支給する。なお、在籍日数が１ヶ月の２分の１未満の者には支給しない。

就業時間による割合表

	支給日
	　６月１０日
	１２月１０日
	割合

	在籍期間
	　　　６ヶ月
	６ヶ月
	100/100

	
	４ヶ月以上６ヶ月未満
	４ヶ月以上６ヶ月未満
	75/100

	
	２ヶ月以上４ヶ月未満
	２ヶ月以上４ヶ月未満
	50/100

	
	２ヶ月未満
	２ヶ月未満
	25/100


（工賃の支給日）　

第8条 　毎月の工賃の支給日は、○○日とする。ただし、支給日が休日にあたる場

合は、前日を支給日とする。

２　特別手当の支給日は、○○月○○日、○○月○○日とする。

１　本規程は、平成○○年○月○日より施行する。
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